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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文は，ミニチュア人工言語（㎜iniat岨e　artificia11ang峨ge；以下MALと路す）を用いて害言

語習得の問題の解明を企図したものでラ5章から構成されている。

〔研究の目的〕

　MALの習得における指示物（refere剛の効果をラ他の要因とも関連させながら検証することを

目的としヨこの目的の達成のために10の実験が行われた。

〔方法と結果〕

　序章ではラ人工言語に関する研究の概観が行われた。まず，人工言語がエスペラント語のような

実用的人工言語と実験研究に用いられるMALとに分けられ、さらに後者が研究手法に従って3種類

に分類されて概観が行われた。次に、MAL研究における主要な論点であるMAL習得と自然言語習

得との関連性につレ）て，主な研究者の主張が検討され統括された。その結果ヨMAL研究によって得

られた知見を自然言語習得に応用することに対する問題点は雪いずれも解決可能なものであると考

えられラこうした立場にたって、以下のMAL習得における指示物の効果の検討が行われた。

　第1一章では，自然言語の習得場面には指示物の提示にともなって非関連情報が混入するという事

実が取りあげられヨそうした条件下でのMAL習得における指示物の効果を確認するための実験が行

われた。
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　（五）指示物と共に背景として非関連情報が提示されヨ非関連情報が混入している時の指示物の効

果が調べられた。複雑さの異なる2種類の統語構造をもつMALが用いられた結果、どちらにおいて

も背景の効果は有意ではなかった。

　（2）（1）と同様の非関連情報が用いられ雪より複雑な統語構造をもつMALの習得における害指示物

と非関連情報の効果が調べられたがヨ結果は（1）と同じであった。

　（3）（1）（2）とは異なる種類の非関連情報の効果が調べられた。しかしラ上記と同様に非関連情報の

効果は認められなかった。

　このように。一連の実験すべてにおいて害非関連情報の混入による有意な影響が認められなかっ

ただけでなく。非関連膚報の有無にかかわらず，MAL習得においては指示物が重要な役割を果して

いることが確認された。この結果は，自然言語習得において観察されている事実が，MAL習得にお

いても認められることを示したことになりヨMAL習得が自然言語習得の一局面を実験室内で再現し

ていることの確認にもなった。

　第2章では、上記と同様の観点から言語入力に含まれる誤りの影響が検討された。

　Brぬe（1971）やS醐ith（1973）などは指示物をもたないMALを用いてヨ言語入力に含まれる文

法的誤りがMAL習得にほとんど影響を与えないことを報告しているが、本論文で採用されている

Moeser＆跣eg㎜an型の指示物をもつMAL習得ではヨ文法的誤りだけでなく指示的誤りも存在す

るためラ両方の影響を検討する実験が行われた。

　（！）言語入力の中にラ文法的誤りが20％含まれる条件、40％含まれる条件ヨまた指示的誤りが20％

含まれる条件ヨ40％含まれる条件の4条件がヨ誤りの全くない条件と比較された。その結果，文法

的誤りでも指示的誤りでも雪入力の20％以下ではMAL習得に妨害効果をもたないことが明らかにさ

れた。

　（2）入力の誤りの影響をさらに検討するため事個々の被験者に例文提示時間を自由に操作させてヨ

その記録をとると共に害アンケート形式により雪入カの誤りに気づいたかどうかを内省報告させた。

その結果、誤りを含む例文は有意に長く見られる傾向がありラ被験者は誤りの存在に気づいている

ことが明らかにされた。

　（3）被験者個々のMAL習得過程をさらに検討するために。予傭実験を通して新たな実験手続きが

開発され、被験者が言語入力の誤りを克服するメカニズムに指示物の提示事態が関係していること

が明らかにされた。

　ここで開発された実験手続きは，自然言語の習得場面における母と子の交互作用をモデル化した

ものでラ従来の実験手続きが被験者に一方的な受動的学習を強いるのに対し、被験者に発話を課す

ることによる能動的学習事態を加味したものである。

　第3章では冒統語標識が提示されれば雪指示物の提示がなくてもMALの習得が可能だというG夏ee孤

（1979）のラMoeserらの結果に対する反論を踏まえて、検討が行われた。

　（1）指示物の提示がないMALが用いられてラGreenの結果が再確認された。すなわちヨ指示物が

提示されない場合には骨統語標識の効果が認められた。
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　（2）指示物と統語標識の両方を備えたMALが用いられて雪両者の効果の違いが検討された結果争

指示物の効果は認められ，統語標識の効果は認められなかった。

　（3）統語標識の効果が現れやすい条件下でうその効果が検討された結果争MALの統語規則の習得

にはラ統語標識がほとんど影響を与えないということが明らかにされた。

　（4）指示物と統語標識の両方の効果が期待されるMALと，指示物だけの効果が期待されるMAL

とが用いられた結果争前者の方が速く習得されることが認められた。しかし，統語標識は統語規則

の習得に直接の効果をもっていないと判断されるのに対しヨ指示物は統語規則習得に重要な役割を

果していることが再確認された。

　以上を総合した結果事非関連情報や誤りが混入している場合でも、統語構造と整合した指示物の

提示はヨMALの習得に有効であるばかりでなくヨそうした指示物の提示はMAL習得に不可欠の条

件であるという結論が得られた。また雪統語標識の効果が害指示物がないMALの場合と指示物があ

るMALの場合とでは、全く異なることがあるという事実の提出によりラ統語規則だけに焦点を合わ

せた研究においてもラ指示物などの意味体系をもつMALが用いられるべきであることが示唆され

た。

審　　査　　の　　要　　旨

　本論文は雪自然言語習得とMAL習得との比較を底流としながら冒MAL習得における指示物の効

果をラ他の要因とも関連させながら明らかにしようとしたものである。

　結果は菅指示物の効果を明確にすることになり里この効果の有無についての論争に1つの結末を

与える結果を提出することになったこと、従って、MAL習得の研究を一歩進めることになったこと

手まラ大きな成果として高く評価できる。

　またヨMAL習得の過程も明らかにしたことは、大きな意義を有するものといえる。

　もちろん害この結果をもって雪自然言語習得雪とくに幼児のそれを解釈することにはラかなりの

距離がある。恐らく王自然言語習得に関係してはヨ成人の第2言語の習得の問題に冒ある程度の知

見を加えることができたというところであろう。

　しかしながらMAL習得という心理学の1つの研究領域にヨ手堅い実験的手法によって争いくつか

の知見をもたらした意義は。それ自体で大きいといえる。

　よって雪著者は教育学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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